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5 一 よき 品格 の 徳 


@ よき 人 格 の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は その 使徒 を 讃え て 、 こ う 仰 られ まし た :・ 
そし て あな た は この 上 な い 高 徳 の 持ち 主 で ある 。, (クル アー ン 68 : 4) 

















2 一 アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ア ムル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 
まし た : 「 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 下品 な こと を ロ 
に する こと も な けれ ば 、 卑 俗 な 性 質 で も あり ませ ん で し た 。 そ し て こう 言っ 
て いた も の で す :′ あな た 方 の 内 で 最良 の 者 は 、 も っ と も 人 格 の 優れ た 者 で 
ある 。"′ 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 !) 
































@ 知識 の 徳 : 


1 一 到 高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た :- 

信仰 する 者 た ちよ 、 集 まり の 場 で 「 場 所 を 空け て 下さ い 。」 と 言わ れ た ら 、 
場所 を 空け て や る の だ 。 (そう すれ ば ) アッ ラー が あな た 方 の た め に (天国 
の ) 場所 を 空け て 下さ る で あろ う 。 そ し て (礼拝 、 あ る い は ジハード な どの 
た め に ) 「 立 ち 上 が りな さい 。」 と 言わ れ た ら 、 立 ち 上 が る の だ 。 ア デッラ ー 
は 、 あ な た 方 の 内 で 信仰 する 者 た ちと 知識 を 与え られ た 者 の 位階 を 上 げ ら れ 
る 。 ア デッラ ー は あな た 方 が 行う こと を 実に よく 通 暁 され て お られ る 。, ( ク 
2M プ ター ツン 50 s 1) 

















2 一 ム ア ー ウ ィ ヤ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 怠 
言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た :“ 
アッ ラー が よき も の を お 望み に な られ る 者 に は 、 宗 教 に お ける 理解 を 与え ら 
れ よ う 。 そ し て 私 は 分 配 す る 者 で あり 、 ア デッラ ー こ そ は お 与え に な られ る お 
方 で ある 。 ま た この ウン マ (共同 体 ) の 内 の 一 部 は 審判 の 日 が 来る まで 、 ア 
ッ ラ ー の 正しい 道 に ある だ ろう 。 彼ら と 意見 を 異 に する 者 た ち は 、 彼 ら を 害 
する こと も な い の だ 。" 」 (アル ニテ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 り ) 






























































( ) 忍耐 の 徳 : 





イス ラー ム は 3 種類 の 徳 を 勧め て いま す : つま り ① 僅 大 か つ 革 茂 な る アッ ラー 
へ の 服従 行為 に お いて 、 そ れ を 実践 する 上 で の 忍 耐 、② ア ッ ラ テー へ の 反逆 行 
為 を 犯さ な いた め の 忍 耐 、③ ア ッ ラ ー の 定 命 の 内 、 不 運 な も の に お いて の 忍 
員 。 の こま です 











1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :・ 
そし て 忍耐 する 者 た ち に 良き 知ら せ を 伝え よ 。 (彼ら は ) 災難 が 降り か か っ 
た 時 に 「 私 た ち は 実 に アッ ラー に こそ 属し 、 そ し て 役 の 御 許 へ と 還 り 行く 境 
過 に あり ます 。」 と 言う 者 た ち 。 彼 ら に は 主 か ら の 祝福 と ご 慈 章 が あり 、 そ 








| サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3559) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2321) 。 文章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 
^ サ ヒ ー フ ・ ア ループ ハー リー( 71) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 1037) 。 文 芋 は アル デブ ハー リー の も の 。 
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し て 彼ら こそ は 正しく 導 か れ た 者 な の で ある 。, (クル アー ン 2 : 155 一 157 
) 














2 一 アブー・ サ イー ド ・ ア デル ニ テ フ ドッ ゥ リー (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 
に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い ま 
し だ 1!* ャ < そし で (デッラ テー か ら 6) 媒 面 を 授かる こと を 求め る 者 は 、 デ 
ッ ラ ー が 妨 耐 を 授け て 下さ る で あろ う 。 そ し て 人 が 与え られ る も の の 内 、 妨 
耐 ほど 良く 、 か つ 活 用 範囲 の 広い も の は な い 。」 (アル テ ブ ハー リー と ム ス 
リム の 伝承 
































3 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 強 者 と は 、 
肉体 的 力 (を 備え た 者 の こと ) を 言う の で は な い 。 真 の 強者 と は 、 怒 り の 状 
態 に ある 時 に 自ら を 抑え る こと が 出来 る 者 の こと を 言う の で ある 。」 (アル 
テー ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 9 り 
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4 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 預言 者 ( 役 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : " 実に アッ ラ 
ー は こう 仰っ た : 「 わ れ が し も べ で を 役 の 愛す る 2 つの も の ( 両 眼 の こと ) で 試 
練 に か け 、 そ し て 彼 が それ に 忍耐 する な ら ば 、 わ れ は その 2 つの 償い と し て 天 
国 を 与え よう 。」"”」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 ") 























@ 誠実 さ の 徳 : 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :・ 
この 日 、 (現世 に お いて ) 誠実 な 者 た ちの 誠実 さ が 自 ら を 益 す る 。 彼 ら に は 
その 下 を 河川 の 流れ る 楽園 が あり 、 そ こ に 永遠 に 住 ゆ の だ 。 ア ッ ラ ー は 彼ら 
に ご 満悦 な され 、 彼 ら も アッ ラー に 満足 する 。 そ れこ そ は この 上 な い 勝 利 な 
の だ 。, (クル アー ン 5 : 119) 

















2 一 アプ ドッ ラー・ ブ ン ・ マ スウ ー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言 
いま し た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い 
まし た :* 誠実 で あめ れ 。 誠実 さ は 善 へ と 導き 、 善 は 天国 へ と 導く の だ か ら 。 
そし て 誠実 で あり 続け 、 そ こ に お いて 努力 し 続け る 者 は 、 つ い に は アッ ラー 
の 御 許 で 誠実 さ を 極め た 者 と し て 記録 され る で あろ う 。 ま た 、 嘘 を 避け よ 。 
嘘 は 放 埼 さ へ と 導き 、 放 培 さ は 地獄 へ と 導く の だ か ら 。 そ し て 嘘 を つき 続け 
、 そ れ に 慣れ きっ た 者 は 、 つ い に は アッ ラー の 御 許 で 虚言 極まる 者 と し て 記 
録 さ れる で あろ う 。" 」 (ムスリム の 伝承 





























⑯ アデ ッ ラー に 罪 の 赦し を 如 う こと 、 悔 悟 す る こと の 符 : 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :・ 
そし て 民 よ 、 あ な た 方 の 主 に 罪 の 赦し を 如 い 、 か れ に 悔 悟 す る の だ 。 そ うす 








* サ ヒ ー フ ・ アル = ニ プ ハ ー リ ー( 1469) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 1033) 。 文 芋 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
* サ ヒ ー フ ・ ア ルーブ ハー リー( 6114) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2609) 。 文 軸 は アル デブ ハー リー の も の 。 
? サ ヒ ー フ ・ ア ルー ブ ハ ー リ ー( 3233) 。 
? サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ( 2607) 。 
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れ ば か れ は あな た 方 に 沢山 の 雨 を 送り 、 あ な た 方 に 更 な る 力 を 与え られ る だ 
ろう 。 だ か ら (私 - フー ド - が いざ な うと ころ の も の か ら ) 背 き 、 罪 深い 者 
2 お の の で ほな が ない 。 うき 、( (クル ターン 0 ) 




















アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 

肥 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : " あな た 方 が 砂漠 で ラ 
クダ を 失 く し た (絶望 的 な 状況 の ) 後に それ と 再会 する こと が 出来 た 時 (の 
喜び ) より も 、 ア ッ ラ ー は その し も べべ の 悔 悟 を お 喜び に な られ る 。" 」 ( ア 
2 デハ バー リー と ムスリム の 信 未 9 























ミ こ や 



































@ タク ワー の 条 : 





1 一 到 高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :・- 
信仰 する 者 た ちよ 、 ア デッラ ー (の お 怒り や 役 凡 を 招く よう な 物事 ) か ら 身 を 
慎 め ば 、 か れ は あな た 方 に (真理 と 虚偽 と の ) 識別 を 与え られ る で あろ う 。 
また あな た 方 の 悪行 を 隠蔽 され 、 罪 を お 赤 し 下さ る で あろ う 。 ア デッラ ー は こ 
の 上 な い 恩 恵 の 主 で ちや られ る 。, (クルアーン 68 : 29) 











2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た :・ 
人 間 よ 、 実 に われ ら (アッ ラー の こと ) は あな た 方 を 1 組 の 男女 か ら 創 っ た 
。 そ し て あな た 方 を 多く の 民族 や 部 族 に 分 け 広げ た 。 そ れ は あな た 方 が 互い 
に 知り 合わ ん が た め な の で ある 。 実 に アッ ラー の 御 許 で 最も 吐い 者 は 、 あ な 
た 方 の 内 で 最も タク ワー の 強い 者 。 ア ッ ラ ー は 全て を ご 存 知 に な り 、 全 て に 
通 暁 され た お 方 。, (クル アー ン 49 : 13) 


人 @ 確信 と タワ ッ ク ル (全て を 委ね る こと ) の 条 : 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :・ 

人 々 か ら 「 あ な た 方 (と の 戦い ) の た め に 敵 が 集結 し て いる 。 彼ら を 恐れ る 
の だ 。」 と 言わ れ て も 、 む し ろ ( 動 ぜ ず に ) イー マー ジ が 増大 し 、「 ア ッ ラ 
ー さ えい らっし ゃ れ ば それ で 十分 な の だ 。 全 て を 請け 負わ れる お 方 の 何と 素 
晴らし いこ と か 。」 と 言う 者 た ち 。 そ し て 彼ら は 何 の 被 害 も 被る こと な く 、 
アッ ラー か ら の 恩恵 と 多大 な 報奨 と 共に (無事 に ) 戻っ て 来 た 。 そ し て 彼ら 
は アッ ラー の ご 満悦 に 従っ た の だ 。 ア ッ ラ ー は この 上 な い 恩 恵 の 主 で あら れ 
る 。, (クル アー ン 3 : 173 一 174) 








2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た :・ 
そし て アッ ラー (の お 把 り や 懲罰 を 呼ぶ よう な 事柄 か ら ) 身 を 慎む 者 に は 、 
(アッ ラー が 問題 の ) 解決 の 糸口 を お 与え を に な ろう 。 そ し て 彼 の 思い も よら 
な いよ うな 所 か ら 、 糧 を お 与え に な られ る 。 そ し て アッ ラー に タワ ジッ クル ( 
全て 任 さ れる こと ) する 者 に と っ て は 、 ア デッラ ー さ えい らっし ゃ れ ば それ で 
十分 な の だ 。 実 に アッ ラー は 物事 を 完遂 され る お 方 。 ア ッ ラ ー は 全て の も の 
に 各々 の 分 基 や 度合 い を 定め られ た の だ 。, (クル アー ン 65 : 2 一 3) 








7 サ ヒ ー フ ・ ア ループ ハー リー( 6309) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2747) 。 文 苗 は アル ニブ ハーリー の も の 。 
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訳者 注 :「 タク ワー」 は 「 自ら を 守る 」 と いう 重 訪 ) 福 語 2 つま り アッラー を 明 れ 、 また その お 勾 り と 懲罰 こつ な が る よう な 行い - つま り かれ が 
命じ られ た こと に 反し た り 、 ある い は 禁じ られ た 事 机 を 犯し た りす る こと な ど - を 務 す る こと で 、 自 ら の 身 を アッ ラー の お 編 ) や 懲罰 か ら 守 る こと 
を 意味 し ます 。 
? 訳者 主 :「 8. イー マー ン と イー マー ン の 諸 特 質 」 の 項 参照 
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@ 婦 力 の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :- 
そし て われ ら (アッ ラー の こと ) ゆえ に 努力 奮闘 する 者 は 、 必 ず や われ ら の 
(も と に 到達 する ) 道 へ と 導い て や ろう 。 ア ッ ラ ー は 実に よく 服従 する 者 た 
ちと 共に ある の だ 。, (クル アー ン 29 : 69) 




















2 一 イヤー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 滴 悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は アル テム 
ギー ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : " 問 言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 足 、 あ る い は ふく ら は ぎ が 腫れ 上 
が る まで ( 長 時 間 に 渡 り ) サラ テー (礼拝 ) し て いた も の で し た 。 そ れ で 彼 
その こと が 言及 され る と "!、 (預言 者 は ) 言い まし た :" 私 は 感謝 深い し も べべ 
で あり た い の だ 。" 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 り ) 









































デー 











ーー 


に ーー 





@ アッ ラー を 恐れ る こと の 徳 : 


ト 二 持 請 め デ タッ タ シ ー ば こう られ まし た := 
実に シャ イタ ー ン (悪魔 ) は その 仲間 を 怖がら せる だ け で ある 。 ゆ え に あ な 
た 方 が 信仰 者 で ある な ら 、 彼 ら を 恐れ ず わ れ の み を 恐れ よ 。, (クル アー ン 
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2 一 到 高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た :・ 
そし て (清算 の た め ) 主 の 御前 に 立つ (その 日 の ) こと を 恐れ る 者 に は 、2 
つの 楽園 が ある 。, (クル アー ン 55 : 46) 





@ 希望 の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :・ 
言う の だ 、「 (アッ ラー は こう 仰っ て いる : ) 罪深い わが し も べた ちよ 、 ア 
ッ ラ ー の ご 慈悲 に 絶望 し て は な ら な い 。」 ア デッラ ー は 全て の 罪 を お 赦し に な 
られ る 。 実 に か れ は 示し 深く 、 慈 悲 深 い お 方 で ある 。, (クル アー ン 39 : 53 





ュー ン 














2 ング ライア ( 修 デ タク ラー の で 浦 代 あれ ) は 言い まし た 85 1 デ 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" 私 の 
魂 が その 御手 に 委ね られ て いる お 方 に か け て 。 も し あな た 方 が 罪 を 犯さ な い 
の で あれ ば 、 ア ッ ラ ー は あな た 方 の 代わ り に 罪 を 犯し 、 そ し て アッ ラー に そ 
の 示し を い 、 そ れ を 受け 入れ られ る よう な 民 を お か れる だ ろう 。" 」 ( ム 
スリ ム の 伝承 ?) 























@ 慈悲 の 徳 : 





10 
訳者 主 : 他 の 伝承 で は 、「 私 に た ち に も 同じ 事 を 課さ れる の で すか ?」 と か 「 あな た は アッ ラー に よっ て 罪 を 赦 さ れ た お 方 な の に 、 な ぜ そ こま で する 
の で すか ?」 と いう 言葉 が 言及 され て いま す 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ルー ブ ハ ー リ ー( 1130) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2819) 。 文 苗 は よ ム スリ ム の も の 。 
* サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2749) 。 
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1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た :・ 
ムハンマド は アッ ラー の 使徒 で や る 。 そ し て 彼 と 共に ある 者 た ち は 不 信仰 者 
た ち に 対し て は 厳し く 、 彼 ら 自 身 の 間 で は 慈しみ 深い 。 あ な た は 彼ら が アッ 
ラー の 報奨 と ご 満悦 を 求め て ルク ー ゥ "し 、 サ ジ ダ ( 伏 礼 ) する の を 見 る だ 
ろう 。, (クル アー ン 48 : 29) 

















2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 慈 悲 の な い 者 は 、 慈 
悲 を か けら れる こと も な い 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 














@ アッ ラー の ご 慈悲 の 偉大 さ の 徳 : 














1 グラウ ィ ア ジ イラ ( 條 に アッ デグー の ご 満 層 あめ 和 44) 全 言 いま し だ っ 1 ア 
ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" アッ 
ラー は 被 造物 を 創造 され た 時 、 そ の 玉座 の も と に ある デア デ ッ テ ラウ フン ・ ア デル テ 
マハ フー ズ ( 護 ら れ た 碑 版 ) に こう 定め られ た : 「 わ が 慈 悲 は わが 婚 り に 優 
れ り 。」"′ 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 


























ルーアン アー ィ ア ライ タダ (後に アッ ラー の て 清 憶 あめ あれ) に よれ ば 、 枯 言 大 * 
彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 実 に アッ ラー に は 100 
の ご 慈悲 が ある 。 そ し て その 内 の 1 つ を 、 ジ ン と 人 間 、 動 物 や 害虫 な どの 間 に 
下さ れ た の だ が 、 そ れ に よっ て 彼ら は 同情 し 合い 、 慈 し み 合い 、 野 獣 も 自ら 
の 子 を いた わる の だ 。 そ し て アッ ラー は 残り の 99 の ご 慈悲 を 、 審 判 の 日 その 
し も で べた ち を それ で も っ て 慈 し ま れる べく 、 取 っ て 置か れん る の で ある 。」 ( 
アル テ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 ) 















































人 @ 許し の 心 と 寛容 さ 、 我 慢 強 さ の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ ま し た :- 
そし て 薇 し 、 大 目 に 見 よ 。 ア ッ ラ ー が あな た 方 を 赤 さ れる 事 を 望ま な い の か 
? アッ ラー は 示 し 深く 、 慈 悲 深 い お 方 で ある 。, (クル アー ン 24 : 22) 








2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た :・ 
許し の 心 を 持ち 、 善 を 命じ 、 無 知 な 者 た ちか ら 遠 ざか れ 。, (クル アー ン 7 
: 190) 





3 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た :・ 
そし て 審判 の 日 は 必ず や 到来 する の で ある 。 ゆ え に 綺 麗 に 赦し て や る の だ 。 
P (クル 7 ーッ 15 : 5 ) 








4 一 至高 の アッ ラー は こう 爺 ら れ ま し た :・ 
そし て (彼ら の 落ち 度 と 罪 を ) 許し 、 大 目 に 見 、 隠 し て お いて や る の だ 。 実 
に アッ ラー は 示 し 深く 、 慈 悲 深 い お 方 。, (クル アー ン 64 : 14) 








訳者 生 : 礼 畠 の 中 に お ける 、 お 辞 義 の 形式 の 礼 。 
”、 サ ヒ ー フ ・ ア ルーブ ハー リー( 5997) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2318) 。 文 曽 は アル デー ブ ハ ー リ ー の も の 。 
や サ ヒ ー フ ・ ア ルー ブ ハ ー リ ー( 3194) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2751) 。 文 芋 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
? サ ヒ ー フ ・ ア ルー ブ ハ ー リ ー( 6000) 、 サ ヒー フ ・ ムスリム ( 2752) 。 文 苗 は よ ム スリ ム の も の 。 

$ 


@⑯ 優し さと 穏やか さ の 徳 : 

















1 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ー イ シャ よ 、 
アッ ラー は お 優し い お 方 で あり 、 ゆ え に 優 し さ を 愛 で られ る 。 そし て 優し さ 
に 対し て 、 荒 々 し さや その 他 の 何 も の に 対し て も 与え られ な いも の を 与え ら 
れる の だ 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ") 


























か ーー (GS アデ ッ ジ ー の ご 満悦 あめ あれ) は 言い まし た > リア デック ラ 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : " 優し さと い 
う も の は 、 そ れ を も っ て 行わ れる 全て を 美しく 飾り つけ ず に は いな い 。 そ し 
て それ を 欠い た も の は 全て 、 本 く な ら ず に は いな い の だ 。" 」 (ムスリム の 
伝承 ") 


























@ 差 恥 心 の 徳 : 

















1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア 
人 0 家 : 選 7 
マー ン "" に は 60 数 個 の 部 門 が ある 。 そ し て 工 恥 心 は アー マー ン の 部 門 の 内 の 1 
EMR 
































ルー アア ーッ マジ ツー ド ( 修 に アッ ラー の ご 満 例 あれ ) は 言い まし た 1 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言 いま し た :" 預言 者 た ち 
の 言葉 で 、 人 々 に 伝わる この よう な 言葉 が ある : (あな た の 成す 事 に お い 
て ) 開 恥 心 を 感じ な い の で あれ ば 、 好 き な 事 を 行う の だ 。" 」 (アル テ ブ ハ 
ー リ ー の 伝承 り ) 














@ よい こと 以外 に は 沈黙 する こと と 、 口 を 慎む こと の 徳 : 











1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア 
ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" アッ 
ラー と 最後 の 日 を 信じ る 者 は 、 よ いこ と を 口 に する か 、 さ も な くば 黙っ て い 
まま 。“" 」 (アゲ デル ーー プ ハー リー ラス リム の 伝承 ⑦ 
































ーー デ グー ツー ザー (人 に アデ ッ ラー の ご 清児 あれ ) は 言い まし た さとし 人 
教 友 た ち は ) 言い まし た :" アッ ラー の 使徒 よ 、 イ スラ ー ム に お ける 最良 の 
6 の まり 0 の 2 人 0 者 で も よう の のり の 
(預言 者 は ) 言い まし た : " 他 の ムスリム を その 口 と 手 で も っ て 害さ な いよ 
うな 者 だ 。′ 」 (アル テニ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 ?) 

















疹 アッ ラー の 命 を 遵守 する こと の 徳 : 





7 サ ヒ ー フ ・ ア ルー ブ ハ ー リ ー( 6927) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2393) 。 文 苗 は ムスリム の も の 。 

『 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2594) 。 

り 訳 莉 主 :「 8. イー マー ン と イー マー ン の 諸 情 質 」 の 項 参 照 

や サ ヒ ー フ ・ ア ルー ブ ハ ー リ ー( 9) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 33) 。 文 苗 は アル デブ ハー リー の も の 。 

人 サ サ ヒ ー フ ・ ア ルーブ ハー リー( 3484) 。 

ぞ サ ヒ ー フ ・ ア ルー ブ ハ ー リ ー( 6475) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 47) 。 文男 は アル ニブ ハー リー の も の 。 

ぞ サ ヒ ー フ ・ ア ルー プ ハ ー リ ー( 11) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 42) 。 文責 は アル デブ ハー リー の も の 。 
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1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :- 
「 私 た ちの 主 は アッ ラー で す 。」 と 言っ て 真理 に 沿っ て 歩む 者 た ち に は 、 ( 
その 死後 ) 天使 た らち が 舞い 降り て こう 語り か ける : 「 (来世 で の 行く 未 に つ 
いて ) 恐れ る 事 も 、 (過ぎ 去っ た 事 に つい て ) 悲し な こと も あり ませ ん 。 あ 
な た 方 が 約束 され ん て いた 天国 の よき 知ら せ に 心 虫 ら せ な さい 。 私 た ち は 現 世 
と 来世 に お ける 、 あ な た 方 の 守護 者 で す 。 天 国 に は あな た 方 の 心 を 楽し ませ 
る 全て の も の と 、 あ な た 方 が 欲す る あら ゆる も の が ある で し ょ う 。 (それ ら 
は ) 赦し 深く 慈悲 深い お 方 か ら の 歓待 な の で す 。」, (クル アー ン 41 : 30 一 
32 ) 

















22 の ダン シャ アン ドル ラー アウ ツー か み ン イー (後に アデ ッ ター 
の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 言い まし た : " アッ ラー の 使徒 よ 。 イ 
スラ ー ム に お いて 、 あ な た の ( 死 ) 後 は 誰 に も 聞く こと の 出来 な いよ うな 言 
業 を 教え て 下さ い 。" (アッ ラー の 使徒 ) は 言い まし た : " アッ ラー を 信じ 
ます 、 と 言っ て 、 そ の 谷 を 遵守 する の だ 。' 」 (ムスリム の 伝承 ?) 





















































@ 敬 度 さ の 徳 : 


アン テ ヌ ッ ゥ マー ン ・ ブ ン ・ バ シー ル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言 
いま し た : 「 私 は アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が 
こう 言う の を 聞き まし た :" 合法 的 な か も の は 明らか で あり 、 非 合法 な も の も 
明らか で ある 。 そ し て その 間 に は 、 多 く の 者 が 知ら な い 間 際 ら し い 物 事 が あ 
る 。 ゆえに そう いっ た 疑 念 の 余地 の ある 物事 か ら 身 を 慎む 者 は 、 自 ら の 宗教 
と 尊厳 を 守る こと に な ろう 。 そ し て そう いっ た 物事 に 陥る 者 は 、 禁 じ ら れ た 
領域 に 足 を 踏み 入れ て し まう こと に な ろう 。 そ れ は まる で 、 禁 じ ら れ た 傾 域 
の 周辺 で (家畜 が 草 を 食 む ) 番 を する 牧 童 の よう で あり 、 そ れ ら は 今にも そ 
こ に 入っ て し まい そう で ある 。 実に 全て の 王 に は 、 ( 彼 が 定め た ) 禁じ られ 
た 領域 ? が ある 。 そ し て 実に アッ ラー が 禁じ られ た 領域 と は 、 か れ の 禁じ られ 
た 物事 で あや る 。 そ し て 実に 体 に は 、 そ れ さ え 健 全 で あれ ば 体 全体 も 健全 で あ 
り 、 そ れ が 悪けれ ば 体 全体 も 悪く な る と ころ の 1 個 の 肉 坦 が ある 。 そ し て 実に 
それ は 、 心 臓 な の で ある 。"」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 『) 





























































































































@ 善行 の 徳 : 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た : - 
スッ タク ー ン (アッ ラー の お 怒り と 懲 凡 を 招く よう な 事柄 か ら 身 を 慎む 者 た 
ち ) は (涼し く 心 地 よ い ) 日 陰 と いく つも の 泉 の も と に ある 。 そ し て 彼ら が 
望 ゆ いか な る 果実 も 。 (そし て こう 言わ れる : ) 「 あ な た 方 が 努力 し て いた 
こと の 報い と し て 、 心 地 よ く 飲 食す る の だ 。」 わ れ ら (アッ ラー の こと ) は 
この よう に 、 善 行者 た ち に 報奨 を 与え る 。, (クル アー ン 77 : 41 一 44) 








)。 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 38) 。 


訳者 注 : 当 寺 の アラ ブ の 王 に は 、 決め られ た 土地 を 牧草 た ち に あて が い 、 彼 が 許可 し た 以外 の 土地 で 放牧 する こと を 禁じ 、 それ に 違反 し た 者 を 久 す 
る 習 軸 が あり まし た 。 
や サ ヒ ー フ ・ ア ループ ハー リー( 5304) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2983) 。 文 苗 は アル = プ ハー リー の も の 。 
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2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :・ 
いや 、 そ う で は な い 。 ア デア ッ ラー の み に 真 に 服従 し 、 善 行 に 勤め る 者 に は 、 
その 主 の 御 許 に その 報奨 が あろ う 。 彼ら に は 机 怖 も 悲し み も な い の だ 。, ( 
クル アー ン 2 : 112) 





@ アッ ラー ゆえ に 愛す る こと の 和 : 


























アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラ 
IE いま し た : 「 (次 の ) 3 つ (の 要素 ) を 備え る 
者 は 、 イ プー マー ン "' の 甘美 さ を 見 出す で あろ う : アッ ラー と その 使徒 を それ 以 
外 の 何者 より も 愛す る こと 。 そ し て アッ ラー ゆえ に の み 人 を 愛す る こと 。 そ 
し て 炎 の 中 に 投げ 込ま れる の を 大 う よう に 、 不 信仰 に 舞い 戻る こと を 胡 う こ 
と で ある 。」 (アル ニテ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 り ) 
























































2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 自 ら の 欲す る も の を その 同胞 に も 和 欲 
する よう に な ら な けれ ば 、 本 当 に 信仰 し た こと に は な ら な い 。」 (アル = テ プ ブ 
ハー リー と ムスリム の 伝承 り ) 

















9 一 プア プー マン ライ テ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あ れ ) は 言い まし た : 1 デア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :* 審判 
の 日 、 ア ッ ラ ー は 仰る : 「 わ が 荘厳 さゆ え に 愛 し 合っ て いた 者 た ちら は どこ だ 
? この 日 、 わ れ は 彼ら を わが 陰 に か くま っ て や ろう 。 わ が 陰 の 他 に いか な る 
影 も な いこ の 日 に 。」"」 (ムスリム の 伝承 ") 



































… アッ ラー を 長 れ て 泣く こと の 徳 : 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た :・ 

そし て 彼ら が 使徒 に 下さ れ た も の (クル アー ン ) を 聞け ば 、 あ な た は 彼ら が 
真理 を 知っ た が ゆえ に その 有 眼 を 涙 で 溢れ させ る の を 見 る で あろ う 。 彼ら は 言 
う : 「 わ れ ら が 主 よ 、 私 た ち は ( 彼 に 下さ れ た も の を ) 信仰 し まし た 。 私 た 
ち を (審判 の 日 、 そ れ が 真理 で ある と ) 証言 する 者 た ちと 共に 書き 留め て 下 
さい 。 ど うし て 私 た ちら が アッ ラー と 、 私 た ちの も と に 到来 し た 真理 を 信仰 し 
な いな ど と いう こと が あり まし ょ うか ? そ し て われ ら が 主 が 、 私 た ち を 敬 度 
な 民 と 共に (天国 に ) 入れ て 下さ る こと を 望ま お な いこ と が ?」 そ し て アッ ラ 
ー は 彼ら の 言葉 に 対し て 、 そ の 下 を 河川 が 流れ る 楽園 で お 報い に な っ た 。 彼 
ら は そこ に 永遠 に 留まる 。 そ し て それ こそ は よく 服従 し た 者 た ちの 報奨 な の 
で ある 。, (クル アー ン 5 : 83 一 85) 




















2 一 アナ ス ・ プ ブン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た 
: 「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 教 友 た ちか ら 
何 か を 聞く と 、 説 教 に 立っ て こう 言い まし た :" 私 の 眼前 に 天国 と 地獄 が 提 
示さ れ た 。 そ し て 私 は 、 こ の 日 ほど の 善 と 悪 は か つて 見 た こと も な か っ た の 





























ツ 訳者 生 :「 8. イー マー ン と イー マー ン の 諸 持 質 」 の 項 参照 
堂 サ ヒ ー フ ・ ア ループ ハー リー( 16) 、 サ ヒー フ ・ ムスリム ( 43) 。 文 苗 は アル デブ ハー リー の も の 。 
う サ ヒ ー フ ・ ア ルプ ハ ー リ ー( 13) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 45) 。 文責 は アル デブ ハー リー の も の 。 
サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2566) 。 
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だ 。 も し あな た 方 が 私 の 知る も の を 知っ た な ら ば 笑わ ず 、 よ く 泣 いた 
こと で あろ う 。" そし て アッ ラー の 使徒 の 教 友 た ち 0 
し い 日 は あり ませ ん で し た 。 彼ら は (その 日 ) 還 ( 布 で ) 義 い 、 む せん で 
いた の で す 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ") 





























0 ニー イジ ダシ < テッ パー ズ (人 後 に アッ テー の と 満 憶 あ れ ) は 言い まし だ 

「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の 
を 聞き まし た :" (次 に 挙げ る ) 2 つ (の 種類 ) の 眼 は 、 地 獄 の 業火 に 晒さ れ 
る こと が な いで あろ う : アッ ラー を 景 れ て 涙 を 流す 眼 と 、 ア ッ ラ ー の 道 に お 
いて 夜通し 監視 し 、 警 備 し 続け る 眼 で ある 。′ 」 (アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 
伝承 




















宙 





























@ 良い 言葉 と 、 愛 想 の 良さ の 徳 : 








1 三 筆 画 め アッ テー は こう 仰 ら れ ま し た 
そし て あな た が 彼ら に 対し て 優し くし た の は 、 実に アッ ラー か ら の ご 慈 想 ゆ 
え で あっ た 。 も し あな た が ぞんざい で 頑 な で あっ た な ら 、 彼 ら は あな た の も 
と か ら 了 離散 し て し まっ た こと で あろ う 。, (クル アー ン 3 : 159) 





リー ジー ザッ ル ( 傘 に ジ デ ジッタ クー の ざ 清 局 め おれ) は 言 いま いた っ リ デ ッ 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 私 に 言い まし た :* 善 
行 を 1 つた り と も な お ざり に し て は な ら な い 。 そ れ が 同胞 に 向け て の 微笑 み 1 
つ で あっ だ と し て も 。" 」 (ムスリム の 伝承 ぐ ) 

















@ 現世 に お いて 禁欲 的 で ある こと の 徳 : 





1 0 プク アー 伴う 作 め 孝 末 し だ 
そし て この 現世 は 戯れ ご -> と 遊興 に 過ぎ かな い 。 そし て 来世 こ SA 
活 な の で ある 。 も し 彼ら が (この こと を ) 知っ て いた な ら ば (来世 を 忘れ 
現世 に 湖 れ る こと は な か っ た も の の ) 。, (クル アー ン 29 : 64) 




















2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" アッ 
ラー よ 、 ム ハン マ ド の 家族 に (最低 限 の 生活 に 足り る だ け の ) 糧 を お 授け 下 
さい 。*" 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ") 



































ルン ツル 人 信 が KS ジン で 00022 は 言い まし し た: 1 ムハンマド 
の 家族 は マデ ィ ー ナ 移住 後 か ら 彼 の 死 ま で 、3 晩 連続 で パン を 満足 に 食べ た こ 
と は あり ませ ん で し た 。」 (アル = プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 ") 























@ よい こと に お いて 施す こと の 徳 : 





?+ サ ヒ ー フ ・ ア ルー ブ ハ ー リ ー( 4621) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2359) 。 文 曽 よ ム スリ ム の も の 。 

や 真 HF な 伝承 。 スナ ン ・ アッ ニテ ィ ル ミズ ィ 一 ( 1639) 、 サ ヒー フ ・ スナ ン ・ アッ ニテ ィ ル ミズ ィ ー( 1338) 。 

や サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2626) 。 

堂 サ ヒ ー フ ・ ア ループ ハー リー( 6460) 、 サ ヒー フ ・ ムスリム ( 10S3) 。 文 芋 は ムスリム の も の 。 

や サ ヒ ー フ ・ ア ループ ハー リー( 5416) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 2970) 。 文 芋 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
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1 一 至高 の アッ ラー う 仰 られ まし た :- 
アッ 5 し 、 そ の 施し に よっ て 恩 を 着せ た り 、 見 栄 を 張っ た 
り 、 ま た 悪 い 思い を させ た り し な い 者 に は 、 彼 ら の 主 の 御 許 に 報 所 が あろ う 
。 彼 ら に は 恐れ る こと も な けれ ば 、 悲 し な むこ と も な い の で ある 。, (クル デア 
ー ン 2 : 262) 

















2 一 アブ ー・ NN IS 0 こよ れ ば 、 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 毎 朝 し も べべ に は 2 人 の 
天使 が 遣わ ちさ れる 。 彼 ら の 内 の 1 人 は こう 言う :" 2 施す 者 に は 代 
償 を お 与え た 下さい 。" そし て も う 1 人 は こう 言う :" アッ ラー よ 、 (施し を 
う ) 其 傘 者 に は 損失 を お 与え 下さ い 。" 」 (アル テ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 
伝承 ") 









































@ 試練 に 耐え る こと の 徳 : 

















アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ 
の 全 人 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : " 罪 の な い 
次 で アッ ラー に 見 える その 時 まで 、 信仰 者 の 男女 は その 生命 と 子供 、 財 産 に 
お いて 試練 に 遭遇 し 続け る 。" 」 (アッ ニティ ルミ ズィー の 伝承 ?) 









































@ 善行 を 多く 行う こと の 和徳 : 

















1 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :" 今日 
サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) し て いる 者 は いる か ?" する と アブ ー・ バ ク 
ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が * Oo ANN 

(アッ ラー の 使徒 ) は 言い まし た : " 今日 葬儀 に 参列 し た 者 は いる か ?" 
する と アブ プー・ バ クル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が " (KO 人 計 いま 
比 5 

(アッ ラー の 使徒 ) は 言い まし た : "今日 恵まれ な い 者 に 食 を 与え た 者 は 
SE デグー の (フウ クビ 0 の は い 。 
” と 言い ま し た 。 

(アッ ラー の 使徒 ) は 言い まし た : " 今日 病人 を 見 舞っ た 者 は いる か ?" 
する と アブ ー・ バ クル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が " は い 。"' と 言い ま 
2 

する と (アッ ラー の 使徒 ) は 言い まし た :" これ ら の も の を 全て 行っ た 者 
隊 守 邊 べ きき の スト の 











































































































2 一 ウス マー ン ・ ブ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) ! 
いま し た 「 和 は アッ ラー の 人 人 (に アッ ラー か ら の 法人 が 
こう 言う の を 聞き まし た :" アッ ラー ゆえ に モス ク を 1 つ 建 設 する 者 に 
2 に 0 の や の に ぐつ (の 0 
ハー リー と ムスリム の 伝承 %) 


























や サ ヒ ー フ ・ アル ニブ ハー リー( 1442) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 1010) 。 文 芋 は アル = プ ハー リー の も の 。 
37 
良好 な 伝承 。 スナ ン ・ アッ ニテ ィ ル ミズ ィ ー( 2399) 、 サ ヒ ー フ ・ ス ナン ・ ア ッ ニテ ィ ルミ ズ ィ 一 ( 1957) 。 アッ ニス イル スィ イラ ト ・ ア ッ = テリ ヒ 
ー バ ( 2280) 参照 。 
堂 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ( 1028) 。 
? サ ヒ ー フ ・ ア ルーブ ハー リー( 450) 、 サ ヒ ー フ ・ ムスリム ( 533) 。 文 芋 は ムスリム の も の 。 
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